






　かねてより開発を進めていた潤滑シス

テムにおいて、1次元流れ、3次元軸受解

析、3D -C FD（3次元数値流体力学:

Computational Fluid Dynamics）などを

活用し、エンジンオイルの流量配分の最

適化計算を可能としました。

　これにより、潤滑システムに必要な部

品の最適化設計を進めてまいります。いります。








